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たちの景観問題に対する考え方は千差万別であり、単一のまとまった見解があるわけではない。   
私たちの研尭の東一の関心は、この景観論争をも客観化したうえで、そのような問題が起きてく  













京都論として読んでいただければと思う。   
もちろん、各執筆者ごとに分析や事実評価の深㈲こ違いがあったり、日本語として稚拙な部分も  
残されている。これらは、すべて私の指導貢任にあり、大小にかかわらずお気付きの点をお知らせ  
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さ 形成」では、その特徴を歴史的変遷を踏ま  
えながら、2節の叩地盤沈下』しつつある京都」  
では・、‘・他の政令都市などと京都を＼人口・産業  
等 面から比較をしながら、京都の特性を示し  
てい＜。 
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探ら七いくための導入としたい。   
1節 京都らしさの形成  
［1卜 都市の発見 三都論り   
歴史上のある都市について知ろうとすると  































































通用さしにくい†面があうたからだぅた。   





















































































5   
かった京町人の投資先としての町人文化は、今  
日の京都文化、京都らしさの源泉となった。  









ると支配機構の底辺をかたちづくった。   
町の業務は（D触れの伝達（訃警察業務（犯罪者  
































































































































































































うに日本側で生産しているイメージでもある。   
こうしてみると、京都は、アメリカの日本に  
対するオリエンタリズムを、国内向けに再生産  
して るのだと思えてくる。京都にまつわる議  
論はあるていど普遍的で、地方都市のように単  
7   
商工業：村田（紅花甘粕〉・山形（紅花）足利（織  
＝物）高山モ飛騨の匠）－ 加茂（紙、桐箪  
L 旬）、■．■食宕（千刃ミ・き）竹原（製塩）  







































根差した改革と軒吋少和一今までとは別の庸央   
なるお国自慢浸ならないのが長所だが、同時に  
それは日本製東洋趣味に陥りやすいという短所  
でもある。  一・k十丁菩詫  
l・  





















議論が内実蓉應ちてく†れぼ廉い塾偲昂。   
さ；霹r十い㌦一  




クレッ・ホ r心のふるーき七′デカ）京都」の選んだ全  
国の小京都の成り、立ちを整理する◆ii（兼ねでいる  
町もあ杏）定ニ．】Ilr一       価」抽－’  




て1、知覧、・、－       ノゝ  
街道町モ：遠野て∴・大野‥村田 篠山、津山テ三次  
1 日田；1ト  
港 町：酒田㍉栃木 小浜木尾道1  
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l－2＝－1薫 大都市洞比掛》 人口および面談  （単位：％）  













郎『町衆』中公新書による。   
3）．以下の記述は『京の町人』、．叩丁衆』、r三  
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96年頃に拙せ≒クに達するが、この頃大阪圏の   










































ものであるから、困ったものである。   
［4仁産業…・京都産業の停滞と  
構造転換の兆し   



































卜2－3表 大♯市Ⅶ比較③事業所およぴエ業 （単位i風％、人）  
（賃料豚某所＝越指庁統計局「平成3相異所統計調査報告」苅椅全国編モのⅠ、日本旗  
計協会」992年、および炉汀昭継3年事業所統計調査報割前博皇国編その1、弟1分臥  
日本統計給食、】98γ年ユ果：通産省調査統計キ工黒統計課「工重鎮計表」．   
②工業 京都は11大都市で唯十、海をもたな  
い都市であるため、工業でも他の大都市にない  
特徴をもつ。まず工場の数は1990年では6，372  




















































しうっあるぬほ確卦庵まうガ云う＝   
‥ノ’∴た  
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く賀窄）手許ヨ準筆【重雄計郵工轡計幕間華】   
押葉感雑益由惰問岬鱒華甲卿1  
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究・京都」1992年1月、19頁を参照。   
2）京都市経済局「京都市の経済」1989年、14  








が大きいことがわかる。   
しかし、大店法の緩和を様に大型店舗の出店  
・増床表明が相次いでおり、小売業もまた大き  
な構造転換の兆しを見せている。   
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二・÷∴Ⅱ・・京都市産業の構造変化∴  
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はならないであろう．。   






























とが並存しているということセある。   


























されている、ということで量ろ。こうしキ高度 な技術力に基づく独創的な製品の製造により、  
重小企業も含めて京都には特定分野で高し、シェ  
アを占める企業が多く存在しでいる。   
④拡大する京都企業の海外進出1985年の円  

























う。，・  トラて⊥・謝針正札∵．－1  












い満城県 北区く‡・右京区J■‘南京区、乙供見区なヒ周  
辺行政区に比較的多…くノ残をれて〕いるといった格  



















の南都方面が有利な立地条件を背景に順調な伸   
‘’十11  
江‾1‾2嚢事▲顔¢行政広鋼分布（柑き詳〉  】lて＼「‾ つ「；て芝’釘付許r：啓’ミ；】露ニ▼†  
し tゝ。・：  （責科）ー事業析■董丘貯キ書】  






























区であるといえる。   























































17   
変化を考察するム・■－   新調査紺勤1986牢い「19如年によ為占J1  
L・4）大蔵省京都財務事務所『管内経済情勢報  
■苦』、∴1992年9月こにょiる。  






























ジヰ労圭一こドゐ台数牡3ご。5礎石塊i2q2台セなら、た云・   









模別に崩濾と、5‘0台以下、5．5ヤ1鋸油、1瓜5   
2節 西陣織勧業の空洞化∴  






痍点を霧て、ニ菌陣あ塵産構適あ吏どう変 じ長か  
＝r∵1  を考察するd▼■  ÷：  
き  二；．－：1  
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㌻＝∵八軒蘭掛博師攣鱒明和∵l  































































2）京都市経済局F前掲書』、49頁を参考。   




［‖ ■京都観光の現況   
中世から近世末期まで千年もわ間、都がおか  
19   



























































きミくノマイナスに作紺している。∫ゝ   
このように観光都市京都は厳しい情勢におか  巨トヰ■JⅡ∫」8し王威†飽■光痩地  
れている。   費ミrL・㍗、稚躯拉  
??????〓?????
??????
竹●r ・〉瑳：L：軋：  い  
叩∴麺転東都嘩顧嘩「＝  









































響力をもっているかがわかる。   
lI－3－2衷 観光森良案別年間売上高（置円）  



































［3］ 京都における宿泊業の変遷  












を大きく上回っている。   
ここユ0年間の宿泊業界の構造変化として挙げ  
（資料）京都市文化観光局『京都市観光調査年報』1991年  














































































あ冤こ風雅あふれ魔寺院之軋、：う美；しい風景を観   
皇警  
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こう   
の資本  
ド＝．ら■  ≡謀  
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1）古都税紛争1985年7月京都市が、観光   





4節 支店経済化が進む都心部 三  



















































23   
るよ…草葉所歌劇増加率は中京区がⅠ8．5％とFi∴下  

















【之卜、・高度成長期から伯78年代後半ま主での∴‘   

























に五庵堵豪馴こなち籠已とが如きい■と思われ   
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業者を増加させたも（！ニ；  ・汀・・  
∴卸売業に関（しでもぷ1顎66年を．ピー如こ横ばい   
この二？で74％を占め、3番目に多い滋賀県、  
兵庫県の171を大きく引き離してし、る。東京、   
大阪に本社をもつ会社経営による京都の事業所   
は、81年から91年にかけてそれぞれ57．0％、  
軋9％も増加し、従業者数では14，851人、  
L  4，062人増加した。との時期に京都全体で増加   
した全産業の鍵業者数は49，弓89人でしその増加   
率は8．5％であるから－、この増加率は極めて高 、  
い。また、これらの事業所当たりの従業者琴は、   
東京からが28．0人、大阪が23．8人と、規模が大   
きいものでらるから、これらの事業所が、京都   
の産業構造に大きな変化をもたらしたことは明   
らかといえよこう。  
これは、京都市全体における変化であるか   
ら、これが都心部についておいえることなのか   
を検討する必要がある。そのため私たちは、92   
年の11月に、独自のアンケ十ト調査を行った。   
調査対象は、オフィス街の中心を成す四条鳥丸、  
鳥丸御池に近接す為16のテナシトビルと、10の   
単独ビル内にある176の事業所についてである。  
【4］ アンケートの革果  
これらの事業所の産業構成比I革、卸売・小売  
業、飲食業の割合が21．7％と都心部の中では低   
く、金融業15■．4鱒、サービス業22・3％、不動産  
；ノ業9，7％が高めになっている。繁華街の委素が   
なく、飲食店、小売店が少ないたやである。不   
社所在地別に見ると、東京都か如．白％で最も多   
く、京都市34．7％、大阪府12．5ヲ‘で、全事業所   
数の90％近くを占めており、地場産業が強いと   
いわれる京都でも、都心では外部資本の割合が   
高く、支店経済化が進んでいることがわかる。   
そのなかで京都市本社の企業は、Ⅰ－4－2国   
を見ればわかるように小規模なものが多い。ま   
た、京都への進出時期（京都創業のものは、そ   
の時期を示す）を見ると、Ⅱ－4－1表となり、   
京都本社の企業はどの時期にもまんべんなく進   
出（創業）しているが、外部資本の京都進出は   
70年以降に集中しており、ますます活発化して   
いることが見えてくる。不況下にあるアンケー   
ト実施時期においても、これらのテナントビル   
は満室であったから、この地区では土地の高度  


























































こ 2）′総務局統計課F事業所瀧計調査報告』  
1991年、通商産業省ニr商業統計表J∴止891   
．年。  ∴折烏  
こt，3つ京都市捨務部統計課r京都市長期統雑駁   
19助勢州叩－T‥間ふ⊥ふ㌢■  








こ守（r．l  脚）jナ・ンケート頗由義■■’・二  
掘＝巨  聴紆・▼胤も、．郎・b子：ミ†t甑∴，）  
恥さ糊七、†  i神岡  




十  ＋＋十＋ ナ㌧ ★ナ  
蘭脚  
‾■■▲一軒、－‘q●－、－－－■■－●一‾州●J丑  
蜘  掛 
嘲 臥感  湘モ 
叩痴舶・・－廊  
幽曜醐  
■、－－   





























































l弼 】捌 】9；5 1髄＄ 】舗7 1捕 l∈∞ 】澗 19∋】1蹴 
‾中京僅・下京区－・・その他の区  
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l㈹  1開  19甜  1年e l鋤  1988 】㈱  l珊  



































さ執る∴業務空間が残あLた。   
ユこ，ラーシ∫、三．  ）   ≠竪こI妄i  
【2］ 「職住分爛」の進展∴   
都心部に範賎薫演繹琴寮甲林畢は業務空間の  
拡大であり、それと表裏一体にして都心部漉民  

















検討する。  壬  


































発の際に、この手法が使われた。－   
2）公開空地を開放する替わりに、一部高度   
‘規制を綾和しようとする手法。公開空蝉  
が市民に提供されるものの、単なろ高度   
周制の緩和ととる向きもある。‘  3）一  
り、譲渡所得への課税を綬和したもの。  
具体的には、土地譲渡益に対す卑課税を   
買い換え資産購入の．ときまで興り延べる  
、というもので、課税対象は売却轟革質い  
換え資産額との差額となろ。   
2節 京都の開発政策と景観間畢／  
現在京都では、JR京都駅ビル改築計画、京  








由ヰ    （削）絶誘庁柑斡主任幹副各年板  























②京都顔発のあらまし、、三∴ミ、l   
つぎに、現在の京都開発め計画めあら資しを、二  
「第4東京都府総合開発計画」ノをもとに概観し  
てみだいム  」  



















「 カラ草葉重体b牒事業隷約鱒俵田叫1990集9月、  
廟藤函通勤破鍵丸こ‡・由」5掛澗謝協  
．議会要義鹿転受託が決定芝繹；瀾皐ミわ感奮建設  


























































l liゴノ  
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Ⅶ」2－1図 京都高速迫路更堕設計圃－  







































が必要となっている。   
マンションやゴルフ場の建設をする業者は、  
これらの規定にしたがって市の規制を受けるこ  
31   
（資料）日本経済新聞社碍『京都』同社、1992年、39瓦   
・油小路線（外環状線一久世橋通、4」5km、4   
車線、高架式）  



















＝ 宇山ぎ減薯場計画覧i▲岩倉五Ⅷlせ属すぶナ廃山の  
・（都開発と’陣甘酢刈拙凋紺地域のポジ溺苛山  
j、ゴ；腺頑腸建紋＼已う尉ヒj排保護法濫従ら‥て厳格を混「  
弓 制が燃さ射きて㌦爆伝凝的建造物厳探藩地区以鍾  
j髄蹄茶室嬬層寵済シ．訂払1感9レ建設などであるi占・  
j ■また、1988年に導入謡離た■F総合設計制庭の取   
扱要軋1佑；よ連濁容積率が緩和き玖市街地で   
め脚恕越モガ繍膚晩翠容認蓉てれたが、粥詩郁  
こ く勒ほ痴建；で榊集関配應blた富fま籠、し   
虎腱絢げ船津必読郁駅ビル藤改築應、高歯浅利   
を∵無視じ東商層化計画恕・虹て問題也な頑てい  
二■ る。二〔・こ歌劇狐欄醜鈎京都蒲劇景観保護政策の   
限界の魂渥と・開脚軋ら㌢Lる。・‘患た」‥：京都   
の大景観の破壊べ京都らしンさの喪失軋これら、」・   
個々の開発が集穣した結果である濃淡き脇嘉   
i‥トニ；粟．〕ミ1FLj．立荒恩．王！！：〔l’ L－り   
【2」 市ホの住民託勤●   －   、   
（領妄都のi蟻傾こねじゴ二に反射研る住属運動を   
義郎す准ば、琢汝滋増新建設反称のこよ争′な個せ■   




歴変態ぼ猷瀾㈱；餅転地で概則朗こ梅原   
間宮れ花椿把佳良運動が交流番地鰍；細膿！隙き   
れこ市民的蓮鰍逝二∈し電流噂∴幼：ことなlっ」てき悩紬：   
恕諦胡臓㍑彗京都灘掠朝と′こJ【二R濠都駅ぬ高尾化   
橿反対す滝市融」号ミ＿「京都；：∵水と牌轡泰る連  
紆余止「住環境を守劫妙京囁疫ちづくり連絡   
鮎（闇道路問責監連馳凱な懸の永豆二′ト   
サ阜喜身潜榔じ）で瀦る′。jt京都府具体的な住民運   
動に悪弊膏予箭挙ほ紆珊烏脅好こうJ。‥≡ぢ   
①個別臓恕住民運動ナ畑庸  ▲1二■：酢択■r   













着 り轡闇酌‰∵†雪  
②木景観に関わる市民細雨 j  ??
???????
■警‰高 


















法、．の偲点であ讃鉦小 弟．′、ト淋∨ 二■、■－   
【3証．・新京都市基東新画答申案 〔≡． ‥＼・  




















①「保存か開発か」でなく「地域の特性を   












Ⅲ一2－2図 京都市将来構想図  
（資料）京都市『新京都市基本計画答申案』  






























である三。J  ・「風に－・二（－：〔  
i；⊥   
1巨国土庁＝F第四次全国総督開発計画白二、・1て1包   
▼トト頁を参照も★十」辛 －＼∫・■・－   
2）京都府F第4次京都府稔合開発計画』59  
照軋猟裾′‖高▼∴！ミi罠；一ニ・捕  
Ⅱ「2－3国 東都市都市機能¢配置   
囲中鱒象・如削疲  
■■■t・■任鴨  










（堂科）≒素紐帯ヰ薪素都市基本計画答申棄j   
鞄  
頁、60頁を参照。『週刊東洋経済臨時増  
刊 92全国都市再開発マップ』東洋経済  
新報社、参照。∴J   
3）F週刊東洋経済臨時増 国交通整  
備計画マシプ』東洋経済新報社、参照。   
4）飯田昭、南部孝男著F歴史都市京都の保  
全・再生のために』文理閣＼参照。   
5）京都市『新京都市基本計画答申案』1993  
年2月、30頁よしり引用。   
6）同上、33頁を参照。－   
7）同上、270頁～275頁を参照。   



















・［1］ 「伝統的建造物群保存地区」  
①伝建地区とは 京都は、山紫水明とうたわ   
れる美しい′自然と多くの寺社仏閣、および「う   
なぎの寝床」と呼ばれる独特の町家などが調和   
をなし、苦から多くの人々の心を引き付けてき  
た。しかし昭和に入り、日本の経済発展に伴う   
乱開発によぅて、その実しい景観の破壊が次第   
に問題となってきた。こうした中で、住民から   
の要望や外部からの要請もあり、市としても、   
自然的景観、および市街地景観に対する様々な   
輝仝硬策を与るよう：にをったのである。  
1976年、全国的な町並み保存運動の展開に呼   
応する形で、文化財保護法が改正され、それま   
で各都市が独自に行なってきた町並み保存に国   
の手が差しのべられることとなった。その際制   
定されたのが「伝統的建造物群保存条例」であ  
り、この条例により京都においては、産寧坂、   
祇露新橋申地区が、伝統的建造物群保存地区（以   
下、伝建地区とす皐）に指定された。その後  




‘J∴て存在レて卑サ、わ町並みをそのまま保存し   
∫て心くことか求められている。そのため、伝建  
地区内の建造物には、各地区ごとに高さや建築   
r儀式なゼに関する厳しい規制が設けられてお  
、Lり、補修、建て替えの際にはその度に届出をし   
こなければならない。そめかわり改修費用に閲し  
ては、国と市から補助金が支給されることに   
■‡なっている。  
②伝達地区の抱える問題 伝建地区制度は町 ＼ 
、  
、並みを保全していく上で大きな効果をあげては   
いるが、様々な問題も抱えている。その一つは、   
支給される補助金の少なさである。平成3年度   
の京都市の伝建予算は3，420万円であり、1件   
当たりに支給される補助金は平均200万円弱で   
ある。しかし建築材科にいたるまでの細かい規   
制によりこく実際の補修には莫大な費用がかかり、   
ネの程度の補助金では家主側の負担軽減になら  














，［2］ 産寧坂地区およぴその周辺ゝ．，  
〕  
－  




】 持ち、観光業が産業物量夢な位置を占める京都、∃  
においては、観光客に対しでその魅力を十分に 
∃  
■二仁 ．り∴三里1 ．かノ  
美観地区・巨大茄高遠握礫芦訃濯8 †  














J．  三磁区  
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｝ ノネーハtト恕∴  L・∴‘今J罠l∴  
勘・卜占りブ」1ヰ  
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（W盤Jjlエ㌣■ミべ i．＿i・i萬ン：  ・・■t上賦一一里■、  
若．．†トミ㌢  
ニ 価ー－已一班〉 卓■屯  
、相磯朋顆鉦  




軋±l．ホ  りフjiLl  




射榊：）三T  i。惑tこ  
J望Ⅲ温ニJ卦tり  
観相・∴1こト ・頭d  
l－‡さ∴－ ◎艮嘲麺戯塾  
t 
鮎川′ふゃ 雷、1  
軍師吏陳i針つ珊一ri  
竺 ？射熟恵子ま印こ  
⊂＝】夙JI】l丘 医忽災ul捷  
由這大壷糾血区域 蹄箭鰍ヽニ■珊〉  トi∴密接啓患感触嘗  
こl■1j」・  瑚鄭嘲酢  
う儲Mも、，、，も逮鞠健1離貯蓄臆堕簡繁  
≡こt＝正座史的揮わい瓜は1岨 買主争ゴし、部き罰  
卜ふ五代よ．■，禦慧禁璧禁漁，抽乱射¢古瀬討ぐさ  
顔ふ凄サか1輌噂摩ノ如紅け魔訂那鋸頼  渾・J俺蝋巾チエさかノニト持場姦射」咄J。  
… 
．．ふ  





問題を検許していきたいと思う。   


















































②伝窪地区周辺 以上、産寧坂の伝建地区指  
定区域における現状、及び問題点についてみて  
さた。伝建地区ならではの様々な問題はあるも  
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転三転しヾ－、現在も空地めまま怒ある。   
CD．Jパレス清水 敷地面積38b㌦J・，㌫反対運  
動Ⅰ±よカ．J－‥】5Fウンルームが3Fフナミリ十に  
計画変更され為。∴  
；、∴ヨ   
魚i下河慮マンションヰ仮称ザ心→シイー京蔀  







ころに地上4F、地下1pのマンション建設を   
車  
d清水寺石垣下 敷地面積2－600nfの旅館跡  
地に、大阪の業者が6F建の億ションを計画。  
清水寺が約10億円でこの土地を買い取り、計画  
阻止。   








































Ⅲ二4－1国 領軌域の元学区（北大路通風北を除く）  
旗科）上鱒鱒二r西陣地区の再生に郎Jての欄寧」  
す京都商工情報』N0．1吼19gl  























示している。   
西陣地区においてのマンションの増加の原因  
としては、1つには、容積率（延べ床面積／敦  

























と思われ穏。′ご・し巧・      1  
l：】1’  
l⊥4⊥r貞義′こ式占∴世細め維繍（雨塵」触由ヰ叫成如 一  
L  
Ⅰ－4－1義 元学区抑こみた納女建鞠のt用′昭和絆と謎年の比職 
r  －二 嶺≒肝要  
1聖二ヤ千丁i平戸モ付ワ・  ＝r 許∫け・  























求す審判用計画を好学こと．も多い。しかし、間   
40  
元手■  人  口，  ■  ＋  ■  
ヰぷ■’ ふ二■示磯  轟伽痍  ・ ふ事ご：′去宣／■■絆ノ肇や    魂   
■叫  潤・り鱒 ち鱒∴ 札か『   l．鱒．     11   
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ト■  巨埴導 ∵．鱒㍉1も叫㌧Jコ  巾        ‡■   
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◆II  ＼ェ1，鱒叫噸・1ゝ¶－－¶ ∴町  
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．－Å日登世帯数の変化では、人口はこどは世帯数   
で妙変化が無∇－。これほこて÷象二を挙げて転出す   
るのではなくこ両親鹿妻凄甥㍑k1世帯宣しては   
推称されてヤ）遜譲と着え．鳥粛盛4）。二√皿ナ4－3表   
港見あ七ノ主世帯乱貞成対する65歳玖上人貞の   
割合が長屋建恕共同住宅にお滋．さて高ゆ乞とがわ   
潜る；l造れらのこ要は、・二地区の老齢化を早める   
ものであゃJまた這う㌻した中でこ逆に世帯数が   
増加領竃七い‥竜乏む杜よヲ1他かち両液火が多かっ   
たかちであろうご㌔1西陣地区廼か学疲労は今、児   
童数が極端に減少、しで挙凱！て若年世帯が少ない  
こと聯推定怠れる㌔■＼．‘」l、1－   L  －  Ⅰ  
∴ －「．∴．∴． ト ．1二 伸率り頻頻極東 
再・． 購∴ノ∵∴㌻ 
■    ■     ●  
嶺蒜二蜘菰i∴き蛸1主     劉申融∵量嘩人▲r儲幾言冗已   
■■←  1ヂ 箆  ：芸酢≡還蒜づ耶出    、ト讐l■∴票・町∃丁・】さ・m l∬  衰私     描■ 電器 一旦：誠 王，S王        rl川l√．・車岬・1l・折1 l■鉱  ト血      誹    l鶉   m   し加  囲        ！11    一博    抄   2．乃  叫岨ヤ ◆●■                       こ      ・   
（ふ歳描轟砧通馳    く骨吊†畔二J  


















、 ．吟需要が高扉、滑あろう才       巨「   
，－二⊥†よ■ ′（妄（モ■チイて∴∵十∵1∴世・H∵∴∴∴‡しミ‘：±1  





















姓l   

1  





















l郡上い火ロ心火当掘り＝’－：丑舶万円∴．  冒   

































g8LJ訂J∵帰■‥′タしU－†■。・、左しJ約も9   
「■さて■’・、     二＝・す1†！tl、．山  
（事料）高山市虎工加納増加＝地俺銚打j  
l、【ご‾‾’    、．／巨岩、さ  Iljキ・S．ウイ，  
Ⅲ‘⊥畠ごi姦嘉ム蒜城⊥扇臨お適法及惑蔚（ふl蛤   
や甲）ト声翠晒さ斬甲紆字曙禦・彗幣一．・i   
－  巧予．∵∴エリ照∵いトヂ：r、ニニ，斗二  
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．さ町並保存会が設立され㌻歴史的な町並や景観   
という壱とが一般肘に住火の聞で考えられ始め   
るの粛丑966年からであるよ高度経済成長の集っ   
只ヰでこ全国的にくも量、老も街の景観が変化じて   
いた時代否あらた。■な料∴こう：したまち、なみ保   
存会の成立シ憧ちなみ保存運動は全国的にiも最   
も早射も吟であら発とされ、近年再評価登れ始   
め拓いる。！三’  ’1∴  
1978年lま高山の景観保存の転機である七中旬   
てよい。∫怒れはi■色の年濫初めせ保存条例がし   
かれ、行政の参加がな惑乱たからである。‥前述   
のとおり、′高山駐おいでは、－‘まちをみに対する   
取り組みは馬鹿摘レから起這pたものが多   
く、行政の布動は連れがちだったのであるが、  
ここへ釆て吏うヤi剋牽努が整・つたといって   
よい。この後、高山のまちづくり七おいて、市   
の役割が財政面でも施策面でも増大、してゆくこ   
ととなったごとは言を待たない。   
さて、高山のまちなみを取り上げるときに必  柑‘ 
苛海らオ藷軒ああfちであろ「電柱の．ないまち」  といぅのは、■1974年から順次行われてき■ている  
171鵜二ヾ封1て・：轟けl‘11・！旦J〔れミち′  －1   
ものゼ、高山におけるまちづくりの目玉セある。   
し軸森厳遥前納和一鼻毎常宿軌凄ゝ  
ごt亡111   
であった土㌧と．しぎ芝ヨ1新た左奄掛呈軒下配線で   
ぁる越生淡海軒数繋撃た斐隆ぜ瞥整‘離郷明   
白であぅたこと等々め理由により、当初は住民   
からのコンセ汐培寡を得るのが大変であづた生   
伝え聞くよ－だ鋏㌧住民ゆ合意を得るにあた動、   
L「伝建地区の大半が観光地であ胡r観光客相手   
の商売をずる店が多かづたが放成∵何むかコン   
センサスが得られた」という背景は見逃せない   
事実薄あろ：争いこの事実は高山のまちづlく≡りの   
特徴叡よく表し有廉る庭坂わ漁乳姥領’う明峰、   
京都馴ま息め竃磨る客都市での同様め試みが1   
主に蛭民の反対忙よヤあ篭りうまく漬か轟いの   
ほ、こ1蹄が要因め・1つだセ思わ揮熱かち1であ≡る。   
そこ軍＼二次に苛め」・「高山め特殊性招こつ‘いて少   
し考ぇてみる・心とにてしおう、ムニ三ぎ隼 ネミ’  
づ∴匪二 †ナ紺  
c：一  
Ⅱ－5－2糞 r嘉山市三町鰍均蜘＃虐森組ミの歩み†   
脚）仙市町干「野望－叩禦撃！幣照攣テ士ヤア                 1，ト  












































































45   
・執拶魁  ＿20 13  
ヰ1  539 405 稟、牡ち名  れ品出荷鵡等              ここ ㍊  市工業出荷瓢合計  82，88Q  
肺）通産省F工撤計恥  rさ二  
、さらに「商業都市高山」．の側面にも触れねば   







－jが自然である云 をれは既樗指標として挙げたと■   
お、り、人口1叔当たりの課税対象所得の水準値   













！ ■ くりが促進きれてきたといってもよいだろう。  
ニ「高山の特殊性」がそのまま高山のまちづくり   
の特殊性につながるのだ。そして、そのキーワー  
ドは“観光産業”である。極端に言うと、高山   
は、あらゆる面で「観光」に依存した都市なの   
である。農業・工業・商業・サービス業をはじ   




づくり」の運動が、観光閑適商業に携わるもの   
の多い住民のあいだから趣こり、行政・住民・  
景観の鱒考法はきすま轟棉蛸、蕎ているであ∃  
ろうし、濠姦して．二ゃゃノくで義ち盲。そして今まで∃ t  
の開発か保存かと嘩う．虎辛苛択㌃の思考から、 いかに脱却しセ減軽．如澗繍てゆくであろ  
～こニヲ＝ト弘  































・■瓜ふL・亡r鳥瓜畑詭恕扱痔・耶料誌豪速融払  晶血劇痛持戒㍍・他動ね－酬  
脚恕  







ざ褐駄    盲㈱  






醜」 幽と∃ 舶勤！  












酬瞭   
払臥 機軸膀血  塑司訂「可   ト脚  




1，．’I   
・ヾ・ ノ＼ト：  l l  
」瑚さⅣ∴・1凌ちすぐりをめ1ぐる住民意識‥＝  い  













































































、、さ．J   
・‡）・弓最近′の矛が・リカで重要なトレ。ンミド1とな．う   
∴ ′で頓遷都両政策め新．Uい葡姦坊ニ’「生活  
47   
の質の向上は、ある時には、成長を促進  
する土とによっや印東風凍蒔ろ威風  
を制限することによってなされる」とい   
トi手薄掛が基本的を竜チナフ詔あ軋‘Ji生活め  
・子！，‡・質の’観点かち都市開発の速度∵‘規模、・†内  
、・Ⅴ，容億コント毎せルする住民参加に曇る意   
し三l∴■】識的な都市開発のことをVづ‖緋詳虻パ・は   
L・しi亘†矢件弘．i大野輝之．！日本め都市は救える   
こう，、か」；順ヨ文社出版iて二1990年参照d∴∴l  
：＝さド≡ Yり  トし7－∴∵廿  し   
1節り乗出清水界隈にお煉る住民意識＝、巨・  





























































ど奇．か義明らかにする£・とに轟患も毒・   ↑  
lそれでは1．これ射ら済ンケ詳二情調査の結果を  
見′℡い埠て或鉦㌣打乱■∴三ト⊥－・  
‘意ず回答者の鳳隆に短躯てみていこ・う ㌧（Ⅳ－  
′1＼牛：1－表盈以顕すべての数字埠小数点以下四捨  





























野望永住辛いなど、、子供が家を出た後で 中高  
年の未婦だけで商売をし、符b、、ること与ろが∴見受  
けあ拘たも  ：l享    f  
，Ⅳ十1丁二1鶉二F響■汐■性∴、りl‘木  
善詳   











































畔翫予∴∵ 仁ト イ←＋十 ＋ 子沌絞＿ 
巨ノー寿い地価史薫妥￥ミて峰JLそれぞれでセ剖以上  
斡久針「上昇転車」＼凄答え耳‘し、る・。庚阻勘一声  
49   
題＝ば、傑劾なものではないようであるbさらに、  
半数以上め画答者が二′F後継者と同居していlる」  
と答えせいぬム    l  









っいで庖巌元＝・と孝子恕鱒。やはり、 チ・：．ィ訴  
売上、客雛減数は諭鱒恕纏1享ど身にしみ  
て感じられて？さる疏じい。1酔おこ†イ後継者がい  
・．√・しiヰニ ない」と答え超人は←店建地区内で13％（30人  
中）、伝建地区簸で7塊建9人串nこすぎなかっ  
‾、 I▼  































































る。＝‡うき、－           ヴ・．し  
（卦後継者 後継者の有無については、伝建地  
区商攣麗噛（39人中）rJ伝建地区殊更75腐（30  


































































































1： なけれぼ鼻の動線がヵかか扇南如或洩る。し  
たがづて洩以雷管は丁実際値野瀧琴た冒⊇ケー  
無の集計結果恕塞に∴≠分析を進めて♪、くこ挺に  



































ろ．寧触らゝ．患甲二幸姐象触違い  ー 
く毒嚇ニ喜引こ二、甘藷賄塾頭暫雷雲聯う  
てV言kベき断とV≧￥う萄桝等車軸珊い  
























割程度の回刃文寧にな1ろ滋bL，イ、ノ1、・ハ†巨＼．ミコ且   
さて、アンケー恥の分析にゑ偽前に、こ／大黒町   
Ⅳ・2二2真 ≠ンナード輌の■虎  1  ごⅣ二．2二Il員貞一高誼昆如‰坤正  
■位三人  ■l名   ■l  即   ヽ  I■  ヽ  
†l  ∴㌢   く爺：  叩I，  
芸㌢        l 鱒  
tl  
女  
20   舵   さ人  
．4人，            5人・  
8人  」人   
7′人臥上∴、  挿 u k▲   
：5l  
事量1 サTビス■r ●■■■■  屋II ！l▼ 十1l   
選管巨  錯  ！l噂■、∵・1   6  珂  ・モのど  ㌻二l  
；！l  †ヽ   
■          一漂監∴Jiミ′  
融点L   氾－■曙  
■t■■■■■ 法人・、  ★ヽ 山  ・二」 く 市州書t曇、・∵－  i％． ≡Lぷ・・∴∴ぐ   
…廿   肘棚仕      5   
■人              十∴  l・＼／  
柑轟It鴨．  
t■‖■   ～l   事l  
大縞．・tモ         人ロ■■J   
Lニ弟■、ビ   
童   】別  ヽ74こ     St  こト濾ト  ll   
■：、  l  轟  ll  持三  
11与   1■   
ll  耶  忽Ⅷ  7i  ∽」   
tt■   ■  
暮●  人口▲t   
●  t｝  1TS  ★   
k≠   
汝■  
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い聯ゞ野軒二（1肇％）－和‾管ム  ∃  







51■％魚津葡痍′占めてる甫異に怒ら嘲・トいご・   
こわ≡よ寄な特色杜職場所在地てに関「は亀うか  






































図）。■‥1   こ′卜  ：ネ■－、  





こと部分かる0、  ノ・r   
最後た住民d居住に閲し七見㌍いくごとにす  
る。まずi都凄絶㍗握硯・33年な鴎し64年  
という各がq鮒上もいる。・モ丸はi，事こ述べ り】  










⊥トーTl   いようである。ニ・■  











∴邸二■り来せ羅虻摘め咽．こト          【  
■鐘i人 （）内：ヽ  
雲垂空と．．．．ユ ニf：お：ご；、Jこ1∴七さ  
． ■＼む■寧＝艶1．」  1i－、■一滴・：二∴ 」○  
ロ岬畔割印  呂∴∴て∴  日録謁．如ト■：  ・；モl・ユ‘‾・峯  i準■・－‾てュニご  ．J．エ‘．  
▼■   
有効回答数をもとにぬした結果は以下の′よう  
⊥にならた；d・こF無関係である、」：（4割）＼「わからな  
い」≡（3剖）．ヾ㌧Fマイナスヰごなったム‘∴（、2軋5分沢   
∴まず地価匿肇モ匝て源あるがこ高騰－・′下落こ・硬  
化なしの3択形式貯■∴昨年おはび明津覇二と比婿  

























票数讐悪賢‡雷雲誓言慧慧呈 ＝ぺ封  
対   






‾∵ しト：二≡・≡   
国有十分てあ専  
ひく足りていなII  l 口車町中‖  ¶j監への規  
（N一丁l）  
、，・  




G 一ユ」r・一－－－、一乙  

























・55   
・         l  
かについては個人  
差がみられるこ・とが確認狩をるig，溝1：〕、？ノ  
：バJ  ：ハ・て．トニ†）  

























がやきrま■■う。一ご  しj  
J l ’・t     ・＼  







，節を常勉式ぐりたかと思う．dl－。   
ト芯・〝⊥う．右紅蓮】論敵毎l扁揖ぷ巨・（I世＃i．J  
J 一ン，て畔醒＝舶・乙∴一L  






㌧．て卑た卿－2－3  からない」昭丁芦ザを   
■l  
、  









40碓こ・′、く〔二     くⅣ一叫）   


































）l雲評．ヤ笹It  ・リ∴1＝＼！く．、〕J・占  


















憩よ′うに住民間車窓見が分か推貯翫通計ぬゐ   





































































こ・ともこれからは必要ではな世だろ・うこか云・   
，J吏＝＋し ト  
l  
・1、）「モデルプ浸凱についでの詳しい内容は、   
．∴ニⅢ十4節参照ふ．てL  






il∵、ネ。． 】l  ／ノL  
．㌣節 墟京都高山の住民蔚詠   













































り、自らは一般的イメーがで串ペ尋ノ「町並み」r．せ   
‡■山  上＝  卓三   坤   8出  嫡山車全体   
生 ♯．人 鐘   りI人  ．丸損n    人  抽入   1】火1  1li．緬  
†「  l墾  脛・、二    ヽ  11ヽ   ▼■ヽ  †I＋†ヽ＋ 】    ト－女．●■  51ガー  Sl％・－   ヽ  ■ヽ†     ・5と童％′・l   
「李 ‡→▲  匂淑；漂∴  儲≧  11ヽ＋＋ もiこ    打ヽ ヽヽ  同 弼 旨r％・   ．42％ 1奴  ・；l，けi．  
；F事∫  ．■ご代鼠上∴  ＋叫．一  即札  即事．   ＋廿▼   ．】51l，  鱒．叫ト■   
▲T一榔】水■L  一ねP  頭  
l■  
用   
㌻零  
llノ  
圧けい咽拍㌢二 1－汀㌍拍ト  





























る。∴・．j篭【一丁＝・」J ・．ト †】、ヽ■さ   
続いて同居人数につかてであるがぺ∴金体的に  
は．2人から、i5人で住んでいる▲人がそ胤ぞれ20％   
58  
視  





、■■ － － 
．・ 
I－・ 
、 ：：  
く．り甜 二’亜三＿「二t†  
．．√≒  
－l   







ンー巨ノこ・ヒニ【二Jく（も（kt拇；l  ・i∴ヽ点▲療：燕馴  
J；悼上l童∂山九・上：轟細線．F盲J  
二j葉蘭・ゝ露和冷点謹1耳ぎ  ナ1  
・ここでfモ：†；l・綱  
．い  り岩一重  
二■1ご・1ナや：∴ミ執  
白の血   
＼∪－∴轟丁土  
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∴こ（Ⅳ声．3ヰ2」図）よ■金棒恐み光ぼJ、ニ十分好き届   
???????????? ．
??????? ?????ある現収開発を抑制するぺきである  古である  






























ますか」との質問を設け、12の項目から特にそ   
③町並みの保存と開発についての意識そ咋で  
















緩めた方がいいとの答えが12％と高V）ふ まさに  
地場産業とも観光とも関連が薄く、町並みとの  


















の施設がないといった意見がみられた。   











？f Ⅳ一8－2裁古い雌み確符丁卑．ことによる．”又とマけス  
「特にモう1う」  （鳩・％） 
蝿  ふ  、（椚｝1・・1  
l．†凋〔「÷；     l ‘1i七1  
1．餌、細書鶴の轟い奥しい畑締ること〆で書る  
聯監禁謂染…謡妄、董押号‘  
4・耳てせえなギの■岸畑が蓼Il・ ll■．●＿l 5．■地がぶか名、J〔  
6，賀j轟のtが■い  
、こ 
軋畑 ∴∴r †  

















＝J、   
J柑∴j   
■■ト♪t  t‖．二肘枕1八一ト∵  小＝・＝  〉ぐ斗＝i†  1   

































4節 夫景観を吟ぐる市民意磯  






























見守っていかなけれ畔ならない。，上   
1）高山市建設部哀歓保全課・下市街鱒景観俸  
全事業のあら壷しム．．1旦91集、‥1ヱ∵32頁。   
2）基本的に母集阿ほ回答者室長てすな着ち’▼  
東山43人、上土30人、．適三57人、∴本町33  
人、日の出43人）であるが、属性に閲す   
欝2  
りこ興味深い。・一一＿－   
①酉陣 Ⅳ－4－1凄からゎかるように西陣  
－1 
刊雨天間琴いずれについて竃全体で50％以上  
の人々が賛成を選んでいる。これは、京都経済   
は停滞している・という住民の意識の表れであ   
り、「京都の活性化」を渾然と渾麿ている人々  
が多いためでは丘虹1かと考えられる。織屋が直   
面している現在の不況昔よび先行きの不透明さ   
から生まれたともいえる。すなわち京都駅ビル   
を立派にして観光客や買い物客をより多くむか   






特有ゐ願望もあるのだぢう㌻る   ÷ハ   




































通した傾向やあ恵三        ニり  
［2］ 京痴市民由見だ京都ノ∴二  ・1  
二∫L ・  
・与≡ 巌煎痛民の京都億と紺地烏締ら卑官努  




















63   
確認できる。∴．＿＿ ・拉」．  
以上の簡素革紐寄蔚孝準ご■噂皇恕鎧  
ている。市民㌍攣小串肇桓桓牒  








が考えられるム   
②京都はどうい怨都市賓あ雛春密 ミ1  
t■▲咋■■○■  γ   
苧呈芋i雛琴ヱi；；ニユ一  
∴－4  （注）独目革ば、Ⅳ  
㌣∴  ．・■「㌻㌻；ニ  

















景観間唇を複雑奪籾周嘔し℃り各d′■  1  
l  て1さ宮津・・ ニ，∴てノ1こ＼）1∫：11童∴  

















由二1  品目扁lこl℡y誉タミヤ：▼ つ．Ⅳ℡り’■  














男鹿価健の庖應都蘭錮と｝い敵鳩」掛力写多   
や牒濾礎京都火勢軸を感切凱・、）二  一．j持・   
膚和銅絹物訝厨欄好針ボ紆暗阜パ坤一   
二∵＆卒琴平東都喫殊郡のÅ単軌ふ命笥■し官将来   
の京都権肇臍耳遁筍葡恕樗葡率零い在のだをう   
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65   
下  
























































るのも事実である。   
本章では、現在直面している京都の危様につ  
いて探ってみることにする。  


















的・文化的遺産は無事残ったし、軽工業中心と   
66  






























































































．ィ 上＝‘弓 1  ）  































す人材の確保となろう。そして、何より大切な   



































































かしご それはラストチャンスかもしれない。  
69   
ト，【  
さ ■  























感甘高山帝王町痔託醸             t  
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番1980〆＝J財）．飛勝地域地場産菓振興センターF飛騨地域土産物総合実態調査報告膏J、19郎／松  
下圭一触策塑患者と政治ら東女大学出版令1991／義春穆裾■魂瞬・高山の洩掛と閉塞点。聯9  
ノ軸木学食学部長岡セミナ十ルノr¶庭草的観光都市高山にお舶伝紋保存＝991／軍産毅’囁鱒 ≡⊥ト  
都市生活史6■三机柳原帯軋198レ草津琴済新報御地城経準稼動各年版／東津軽療新車牡牢92  
全国都市再開発マッ殉／東津軽帝都取杜『9え全国交通整骨マ少為   
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執筆分担（回生、執筆箇所）＆編集後記  
松井慎悟（3匝l生、fまじめに）私は、高校ま   
で関東の方にいたため京都のことはあまり知   




北沢 健（3回生、Ⅰ－1） 木下恵介はファ   
インダーごしに高山を発見したと言われる   
が、彼はそこに映画村を発見したのだろうか。   
伏見には今も坂口安吾の下宿してた家が残っ   
ている。京都のよさは古さを許せるとこだが、   
→古いのがよい→古さを守るべき、となって   
しまった。  
吉田昌希（2回生、Ⅰ－2） 駅ビル、京都ホ   
テル、高速道路・・。京都に今、変化の激流が   
押し寄せようとしているが、行政その他が長   
期的なピジョンを持って開発を行なうことが   
重要であろう。そして今の京都の美しさをで   
きるだけ残していってほしいと思う。  
佐藤 剛（3回生、Ⅱ－1） かけがえのない   
4年間の大学生括を緑あって送ることとなっ   
た京都について、これだけ深く研究できたこ   
とは、たいへん有意義であったのと同時に、   
とてもよい想い出となりました。こうした場   
所と機会を設けてくださった先生と仲間たち   
に、深く感謝したい気持ちでいっぱいです。   
どうもありがとうございました。  
岡本 晋（2回生、Ⅰ－2） なかなか上達し   
ないワープロに四苦八苦。「こうなんねんやっ   
たらピアノでもやっとくんやった」全てが後   
の祭り。「もっと書くことあったんちゃうか」   
一息ついて背伸び。「あっ、エレキバンでフ   
ロッピーが血 」  
田村高明（3回生、Ⅱ－3） 両の中アンケー   
ト用紙を持ってうろつく私たちを暖かく迎え   
て下さった、清水門前商店街の皆様、ご協力   
に深く感謝します。でも自分の書いていると   
ころは、それとは少しかけはなれているよ   
う？  
大西博之（3回生、Ⅱ－4）、テストと重なり、  
この時期だれもが忙しいはずなのに、クラブ   
の仲間（先輩も含む）から毎夜お誘いの電話   
がかかってきた。多分この報告書を書き終え   
て得た一番の教訓は、「持つべきものは『真   
面目なj友達」であろう。  
西尾敏光（3回生、Ⅱ⊥1．）．10年という歳月   
の間に、‘街が驚くほど変化している様が読み   
取れた。しかし、出来上がらたオフィスビル   
と駐車場だけの都心がはたして都市の中心部   
として健全なものか、大きな疑問が残った。  
野口義直（3回生、Ⅱ－2）京執；住んで3   
年間、今年ほどあちこちに足を運んだことは   
なかった。町に住む人々の暮らしと意識と、   
大きな経済、政策との関わりが見えてきてお   
もしろかった。  
遠藤千栄子（3回生、Ⅱ－3） まもなく平安   
遷都1200年を迎える京都。ゆったりとした時   
の流れのなかで、人間の様々な営みを見てき   
た京都は、そのものが見事な歴史絵巻といえ   
ます。これから新しく刻まれていく歴史が、   
素晴らしいものでありますように・  
藤井直売（3回生、Ⅱ－4） 人によって造ら   
れた「景観」が、逆に住民の生活に大きな影   
響を与えるということが、とても面白く感じ   
られました。  
浅田利嗣（2回生、Ⅱ－5） 筆不精で有名な   
この私が何の因果かこんなに長い文章をかく  
ノ、メに・・・。苦しみながらひねり出した文章ば   
かりです。なお、内容への苦情・批判は岡田   
研究室のほうへ。私個人においては一切受け   
付けませんので念のため。  
野下俊暗（2回生、Ⅳ－1） この一年、保存   
と開発について勉強してきたけれども、とく   
に開発の面で想像以上の利害関係が存在する   
のを知った。日本人の本音と建前というもの   
を痛感した。でも、それなりに勉強になった   
から良しとしよう。  
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中谷仁史（2回生、Ⅳ－4） 大学生清始まっ   
＿｝ て以来甲ハ「中な毎日ヰあり、今はただ眠し～。  
もう誤字やミスがあっても、私を起こさない   
でほしい占・ではよぃ劫、ノ†∴ミ・－1しノ・  頭   
岡崎大無（法学部3回生、終）駅ビルはあら  
ゆる意味で私を失望著せた。．それは、私にふ   
：二てるさと京都を離れる決心をさせるのに十分潔う   
ものだった。京都はまた二人逸材を失った鑑∃  
とになる。：私にとっても京都にとらても、一   
大不幸娼わざる－をえな こ  
＝ jt  こ 
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